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研究実施のお知らせ 

2017年 7月 31日 ver.1.0 

研究課題 

薬剤過敏性症候群の重症関連因子解析に関する研究 

研究の対象となる方 

2010 年 4 月から 2017 年 3 月の間に島根大学医学部附属病院及びこの研究に参加す

る医療機関で薬剤過敏性症候群と診断され、入院された方 

研究の背景 

致死的な重症薬疹の類縁疾患のひとつである薬剤過敏性症候群は、2005 年に疾患概念

が提唱されましたが、重症関連因子解析に関する研究については十分に行われてきてお

りませんでした。今回、既存の症例報告から抽出したデータをもとに統計解析した結果確認

された項目について、各研究施設より症例のデータを抽出して統計解析して、正確な予後

因子を検討します。 

研究の目的・意義 

今回、重症度評価項目の選定を行うため、患者さんの診療情報をカルテより抽出し検討

いたします。  

研究の方法 

島根大学医学部附属病院皮膚科にて薬剤過敏性症候群と診断されて治療をうけられた

患者さんのカルテに記載されている、年齢、性別、基礎疾患、脈拍、血圧、呼吸数、意識障

害、血液検査結果、合併症、治療内容とその結果を抽出し検討いたします。島根大学にて

収集解析する調査票の項目には氏名，生年月日，カルテ番号など個人を特定できる情報

は記入せず，各医療機関が割り振った研究用の症例番号で識別します。研究用の症例番

号と患者さんの対応表は各研究機関の担当者が施錠のできる部屋で適切に保管いたしま

す。 

島根大学では収集した情報の統計解析を行い、薬剤過敏性症候群における、重症度評

価項目を選定し、予後との関連について検討し、適切な治療指針の作成に役立てます。 

研究結果は学会発表や論文公表を行う予定ですが、患者さんが特定できる情報は用い

ません。 

 



 2 / 3 

研究の期間 

研究許可日～2019年 3月 

研究組織 

この研究は島根大学医学部附属病院皮膚科を中心として行うもので、（難治性疾患等政

策研究事業（難治性疾患政策研究事業）「重症多形滲出性紅斑に関する調査研究」に参加

する全国 13 施設が参加予定します。研究で利用する情報の管理責任者は次のとおりです。 

研究代表者 島根大学医学部皮膚科学教室講師 新原寛之 

 

参加研究機関及び研究責任者 

 

大山 学  杏林大学・医学部皮膚科学  

佐山浩二  愛媛大学・医学部皮膚科学 

相原道子  横浜市立大学・大学院医学研究科環境免疫病態皮膚科学 

末木博彦  昭和大学・医学部皮膚科学 

浅田秀夫  奈良県立医科大学医学部皮膚科学 

椛島健治  京都大学・大学院医学系研究科皮膚科学 

浅田秀夫  奈良県立医科大学・医学部皮膚科学 

橋爪秀夫  市立島田市民病院・皮膚科 

阿部理一郎 新潟大学・大学院医歯学総合研究科皮膚科学 

高橋勇人  慶應義塾大学・医学部皮膚科学 

黒沢美智子 順天堂大学・医学部衛生学 

莚田泰誠  国立研究開発法人理化学研究所・統合生命医科学研究センター薬理 

外園千恵  京都府立医科大学・大学院医学研究科視覚機能再生外科学 

相談・連絡先 

なお、研究データの解析が終了した後は、ご自身の情報の利用を拒否する申し出があっ

てもご要望に添えないことがありますのでご了承ください。 

この研究について、詳しいことをお知りになりたい方、ご自身の情報を研究に利用してほ

しくない方、その他ご質問のある方は次の担当者（研究責任者）にご連絡ください。 

同意の撤回について 

患者さんまたは代理人から同意の撤回又は拒否があった場合には、遅滞なく、当該撤回又

は拒否の内容に従った措置を講じます。 

 

島根大学医学部皮膚科学教室講師 新原寛之 
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〒693-8501 島根県出雲市塩冶町 89-1 

電話 0853-20-2210（皮膚科 医局） 


